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「利き手はどちらですか」。三輪さん（右から2人員）

は女性に声をかけながら作業を進めた＝≒兵庫県淡路島で

山
あ
い
の
道
を
ひ
た
す
ら
進
む

と
、
携
帯
電
話
の
表
示
が
「
圏
外
」

に
な
り
、
真
新
し
い
学
校
が
現
れ

た
。
兵
庫
県
淡
路
島
。
∞
年
の
「
淡

路
花
博
」
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト

で
終
わ
ら
せ
ず
、
「
人
と
自
然
の

共
生
」
の
環
境
づ
く
り
を
す
る
人

材
を
育
て
よ
う
と
、
9
9
年
に
県
立

淡
路
景
観
園
芸
学
校
（
石
原
意
一

郎
校
長
）
が
開
校
し
た
。

当
初
は
「
景
観
園
芸
専
門
課
程
」

だ
け
だ
っ
た
が
、
0
2
年
に
は
障
害

者
や
病
気
の
高
齢
者
を
園
芸
作
業

を
遷
し
て
回
復
さ
せ
る
園
芸
療
法

を
学
ぶ
コ
ー
ス
も
置
か
れ
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
9
5
年
に

起
き
た
阪
神
大
震
災

で
の
教
訓
も
あ
っ

た
。
震
災
後
、
神
戸

市
内
な
ど
に
仮
設
住

宅
が
次
々
と
建
っ
た

が
、
無
機
質
な
仮
設

住
宅
に
住
む
人
た
ち

は
潤
い
と
な
る
花
や

緑
を
求
め
た
。
「
被

災
者
と
一
緒
に
花
を

植
え
た
も
ん
で
す
。

『
あ
り
が
と
う
』
っ

て
感
謝
さ
れ
て
ね
」

と
石
原
校
長
。
仮
設

住
宅
で
は
高
齢
者
が

孤
独
死
す
る
ケ
ー
ス

も
相
次
い
だ
。
「
植

物
を
育
て
て
い
れ
ば
水
や
り
や
手

入
れ
で
外
に
出
る
で
し
ょ
う
。
そ

う
す
れ
ば
、
顔
を
合
わ
せ
た
人
同

士
で
話
が
は
ず
む
。
花
は
、
人
々

を
外
出
さ
せ
る
磁
石
に
な
る
ん
で

す
」
。
石
原
校
長
は
花
や
緑
の
有

用
性
に
着
目
す
る
。
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園
芸
療
法
課
程
に
は
現
在
1
6
人

が
学
び
、
訪
ね
た
時
は
身
体
障
害

者
寮
琵
施
設
で
実
習
中
だ
っ
た
。
．

ク
リ
ス
マ
ス
用
の
寄
せ
植
え
を
癒

設
の
障
害
者
と
完
成
さ
せ
る
作
業

だ
。
1
6
人
は
2
0
～
亜
代
で
全
国
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で

仕
事
を
持
っ
て
い
た
人
が
多
い
。

「
（
花
は
）
彩
り
で
選
び
ま
し

ょ
う
か
？
　
香
り
で
選
び
ま
し
ょ

う
か
ヱ
。
車
椅
子
の
女
性
に
声

を
か
け
て
い
た
三
輪
悦
子
さ
ん

（
2
7
）
は
名
古
屋
市
の
病
院
で
4
年

間
、
作
業
療
法
士
を
し
て
い
た
。

当
時
、
三
輪
さ
ん
は
病
院
の
空
き

地
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
夏
野
菜
を

植
え
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
た

と
え
院
内
で
も
、
体
を
動
か
し
て

植
物
の
世
話
を
す
る
の
は
患
者
の

た
め
に
も
な
る
と
考
え
た
か
ら

だ
。
作
業
中
に
生
き
生
き
と
し
た

表
情
を
見
せ
る
患
者
の
姿
が
印
象

的
だ
っ
た
。
「
自
分
自
身
、
園
芸

療
法
っ
」
つ
か
り
し
た
知
識
が
ほ

し
い
し
　
同
課
程
の
設
置
を
知
っ

て
、
三
輪
さ
ん
は
入
学
を
決
意
し

た。
同
校
は
全
寮
制
で
、
園
芸
療
法

課
程
の
学
生
た
ち
は
園
芸
学
、
障

害
論
、
病
理
学
と
い
っ
た
幅
広
い

知
識
を
学
ぶ
が
、
同
県
認
定
の
園

芸
療
法
士
の
資
格
を
取
得
で
き

る
。
来
年
4
月
か
ら
始
ま
る
実
習

で
、
三
輪
さ
ん
は
静
岡
県
内
の
病

院
で
の
研
修
を
検
討
し
て
い
る
。

「
高
齢
者
と
接
し
、
治
寮
の
手
段

と
し
て
園
芸
を
取
り
入
れ
た
い
」
。

9
月
に
入
学
後
、
園
芸
療
法
の
基

礎
を
学
ん
だ
今
、
三
輪
さ
ん
は
そ

園
芸
療
法
士
　
国
家
資
格
は
現

「
／
在
な
く
、
淡
路
景
観
園
芸

こ
と
ば
学
校
の
修
了
生
が
取
得
す

る
「
園
芸
療
法
士
」
は
兵
庫
県
の

認
定
。
1
年
間
で
「
大
学
院
レ
ベ

ル
」
　
（
同
校
）
の
2
0
0
0
時
間

の
授
業
を
受
け
る
。
一
方
、
「
初

級
園
芸
福
祉
士
」
は
N
P
O
百

本
園
芸
福
祉
普
及
協
会
」
の
認
定

賓
格
で
、
2
0
時
間
以
上
の
講
座
を

受
け
た
人
に
受
験
巽
格
が
生
ま

れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
園
芸
福
祉

の
基
礎
的
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ん
な
日
額
を
心
に
描
い
て
い
る
。
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淡
路
花
博
に
次
ぐ
国
際
園
芸
博

と
し
て
開
催
さ
れ
た
浜
名
湖
花

博
。
人
材
育
成
と
い
う
点
で
、
県

内
に
ポ
ス
ト
花
博
の
動
き
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

障
害
者
が
雇
用
先
と
し
て
農
業

分
野
で
働
く
に
は
「
農
業
二
園
芸

分
野
」
と
「
福
祉
」
の
両
面
に
精

遷
し
た
人
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
が

欠
か
せ
な
い
が
、
県
に
よ
る
と
そ

「
働
く
場
」
を
ど
う
確
保

う
し
た
人
材
は
圧
倒
的
に
不
足
し

て
い
る
。
花
博
跡
地
に
で
き
る
「
浜

名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
」
で
は
、

「
初
級
雪
雲
福
祉
士
」
の
喜
成
帯

座
を
開
く
計
画
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
資
格
は
園
芸
乗
法
の
「
入
り

口
」
に
立
っ
た
と
見
る
の
が
適
当

で
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
へ
の
出
発
点

に
過
ぎ
な
い
。

「
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
は
続
か
な
い
。
仕
事
と
し

て
の
彼
ら
の
働
く
場
を
ど
う
確
保

す
る
の
か
。
そ
れ
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
」
と
、
県
産
業
振
興
室
の

小
林
栄
人
主
査
は
言
う
。
園
芸
療

法
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
専
門
家

が
そ
の
腕
を
存
分
に
発
揮
す
る
。

そ
ん
な
日
が
来
れ
ば
、
皆
が
暮
ら

し
や
す
い
社
会
に
ま
た
一
歩
近
づ

け
そ
う
だ
。
　
　
　
＝
つ
つ
く


